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業績予想の修正等に関するお知らせ 

 

 当社は、平成１４年５月１０日の決算発表時に公表しました平成１５年３月期の単独・連結

業績予想を修正するとともに、投資有価証券売却損を計上しますので、お知らせします。 

 また、平成１４年６月１４日に公表しました「中国産冷凍ほうれん草及び中国産冷凍ほうれん草

を使用した調理食品の販売自粛の件」による業績への影響額が纏まりましたので、お知らせします。 

 

記 
 

Ⅰ．平成１５年３月期の業績予想の修正について 

１．平成１５年３月期の単独業績予想の修正 

１）平成１４年９月中間期（平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）        （単位：百万円） 

            売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想  （Ａ） ２１１，０００ ３，７００ ３，３００ １，７００ 

今回修正予想  （Ｂ） ２１４，０００ ５，５００ ５，０００ １，４００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  ３，０００ １，８００  １，７００ △  ３００ 

増 減 率 （％）     １．４ ４８．６ ５１．５ △ １７．６ 

２０８，８８６  ３，０９７ ３，１３０ １，０８９ 

５，１１４ ２，４０３ １，８７０    ３１１ 

【ご    参考】  

平成13年
   

9月中間期実績（Ｃ） 

増 減 額（Ｂ－Ｃ） 
    
増 減 率 （％）     ２．４ ７７．６ ５９．７   ２８．６ 
 

２）平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）         （単位：百万円） 

                  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） ４２４，０００ ９，５００ ８，６００ ４，２００ 

今回修正予想  （Ｂ） ４２６，０００ １０，６００ ９，７００ ３，３００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ２，０００ １，１００  １，１００ △  ９００ 

増 減 率 （％）    ０．５ １１．６   １２．８ △ ２１．４ 

４１４，９９３ ７，４７５ ７，３７４ ２，４７３ 

１１，００７  ３，１２５  ２，３２６    ８２７ 

【ご参    考】  

平成 14 年 3 月期実績（Ｃ） 
   
増 減 額（Ｂ－Ｃ） 
    
増 減 率 （％）     ２．７   ４１．８   ３１．５   ３３．４ 
 

 

 

  



２．平成１５年３月期の連結業績予想の修正 

  １）平成１４年９月中間期（平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）       （単位：百万円） 

            売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想  （Ａ） ２８５，０００ ７，１００ ５，８００ ２，８００ 

今回修正予想  （Ｂ） ２８７，０００ ９，４００ ７，７００  ２，７００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ２，０００  ２，３００ １，９００ △  １００ 

増 減 率 （％） ０．７ ３２．４ ３２．８ △  ３．６ 

 

２７９，８５８ ６，０９０ ４，８０６ ２，８１８ 

７，１４２ ３，３１０  ２，８９４ △  １１８ 

【ご参考】          
平成13年
   

9月中間期実績（Ｃ） 

増 減 額（Ｂ－Ｃ） 
    
増 減 率 （％）     ２．６ ５４．４ ６０．２ △  ４．２ 

  

２）平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）          （単位：百万円） 

            売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） ５７９，０００ １７，０００ １４，４００ ７，２００ 
今回修正予想  （Ｂ） ５７９，０００ １７，９００ １５，３００  ６，０００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） －    ９００ ９００ △１，２００ 

増 減 率 （％）     －    ５．３ ６．３ △ １６．７ 

 

５５８，１９１ １４，０１６ １１，６８４ ４，０６２ 

 ２０，８０９  ３，８８４  ３，６１６  １，９３８ 

【ご参    考】  

平成 14 年 3 月期実績（Ｃ） 
   
増 減 額（Ｂ－Ｃ） 
    
増 減 率 （％）     ３．７ ２７．７ ３０．９   ４７．７ 

 

３．修正理由 

１）単 独 

①営業利益 

中間期の営業利益が前回発表予想に比べ１８億円増加する理由は次のとおりであります。 

・加工食品事業 
  広告宣伝効果などにより健康習慣飲料として定着したアセロラ飲料の売上げが 
大幅に伸長し収益が拡大するとともに、利益率を重視した業務用調理冷凍食品の販売

戦略が功を奏し、中間期の加工食品事業の営業利益は前回発表予想に比べ約１５億円

増加する見込みであります。 
・不動産事業 
  下半期に予定していた宅地分譲や不動産の賃貸による収益を中間期で計上する 
ことから、中間期の不動産事業の営業利益は前回発表予想に比べ約５億円増加する 
見込みであります。 
 
中間期の営業利益は、前回発表予想に比べ１８億円増加しますが、上記のとおり、不動産

事業の営業利益約５億円を前倒しで計上することから、下半期の営業利益は前回発表予想

に比べ７億円減少し、通期の営業利益は前回発表予想に比べ１１億円の増加となる見込み

であります。 
なお、加工食品事業においては、業務用調理冷凍食品の取扱いが下半期も順調に推移し

収益に寄与する見込みでありますが、アセロラ飲料の取扱いが上半期型であることや、

市販用調理冷凍食品の取扱店率の拡大策に伴う販売促進費の増加などから、下半期の営業

利益は前回発表予想と同額を見込んでおります。 

 

 

  



  

②経常利益 

経常利益は、営業利益の増加により前回発表予想に比べ中間期で１７億円、通期で１１億円

の増加となる見込みであります。 

 

③当期（中間）純利益 

中間純利益は、当社保有上場有価証券２銘柄の売却損１７億円などを特別損失に計上

することから、前回発表予想に比べ３億円減少する見込みであります。 

また、下半期に固定資産廃棄売却損約８億円の追加を予定していることから、当期純利益は

前回発表予想に比べ９億円減少する見込みであります。 

 

２）連 結 

①営業利益 

中間期の営業利益は、単独の営業利益が１８億円増加することに加え、連結子会社の 

流通型物流センター（２カ所）の稼働延期に伴い、初期費用の発生が下半期になること 

などから、前回発表予想に比べ２３億円増加する見込みであります。 

通期の営業利益は、単独の営業利益が１１億円増加しますが、主として北米の連結子会社 

（Tengu Company Inc.）において、観光客向けの畜産加工品の販売の低迷が続き収益を 

圧迫したことなどから、前回発表予想に比べ９億円の増加に止まる見込みであります。 

 

②経常利益 

連結子会社が中間期に貸倒損失（営業外費用）を計上することなどから、中間期の経常

利益は前回発表予想に比べ１９億円の増加に止まる見込みでありますが、下半期は金融収支

の改善などが見込まれることから、通期の経常利益は営業利益と同様に前回発表予想に 

比べ９億円の増加となる見込みであります。 

 

③当期（中間）純利益 

中間純利益および当期純利益の減少は、主として単独における特別損失の増加による 

ものであります。 

 

Ⅱ．中国産冷凍ほうれん草関連商品の販売自粛が当期の業績に与える影響額 

 

            中間期       通 期      

  売 上 高  △ ６４０百万円  △１，６００百万円 

  営 業 利 益  △ １００百万円  △  ２５０百万円 

  経 常 利 益  △ ４００百万円  △  ５５０百万円（中間期に在庫処分損 300 百万円を計上） 

 

 

以  上 


